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“The scallop-edged waves in the twilight”: 
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序 
 
Walt Whitman (1819-1892) は、ブルックリンで記者をしていた 1850 年から 60 年にか
けて、オペラ、芝居の観劇や、美術館で絵画を見て感動した日々を『自選日記』(Specimen 
Days)（1882）に記している。彼の詩集、Leaves of Grass の中には、これらの芸術に触
発されて創作した作品がいくつかある1。  





おける印象主義2 の絵画的手法について論じたい。   
 “Crossing”における光のイメージや絵画性について、M. Wynn Thomas は、“Crossing”
の静かで、瞑想的な雰囲気が、アメリカの Hudson River school に属するルミニズム3 の
画家たちが描く画風―時を止めてカンバスに漂う静寂さの中で水が瞑想と結びつき永遠
を喚起する―と共通性があることを挙げている(96)。また、Phillip Fisher は、“Diverge, 
fine spokes of light, from the shape of my head, or any one’s head, in the sunlit water”
を詩の中心的イメージとして取り上げ、Giotto や Fra Angelico に見られるようなキリスト
教の伝統的な図像であるとその絵画性を指摘する(80, 81)。 
さらに、印象主義との類似性を主張する Jessica Haigney は、著書 Walt Whitman and 
the French Impressionists: A Study of Analogies の中で、Whitman の言語の使い方や、
空間と時間の捉え方が、印象主義の画家たちの手法と似ていることを説明している。




分離」(the isolation of the perceptions) において共通するものがあると述べている  (49)。
他には、Whitman の時間や空間を越えて自分自身が宇宙と一体化する願望を抱く“Salute 
au Monde”や“Song of the Broad-Axe”を挙げ、ここでは、小宇宙  (microcosm) と大宇宙 
(macrocosm) を同時に包括する Whitman の時空の捉え方や思想の探求方法が、印象派の
画風に見られる「大気の連続体」(Atmospheric continuum)の手法と同質であると指摘す
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そこで本稿では、これらの先行評論を踏まえ、“Crossing”における光と色彩のイメージ
と、さらには、この詩のタイトルからも類推される流動性、つまり、フェリーの動き、水






詩の冒頭（Section 1）、詩人は自分自身を川の水面に投影し自己と対峙する(“I see you 





Flood-tide below me! I see you face to face! 
Clouds of the west―sun there half an hour high―I see you  
also face to face. 
 
Crowds of men and women attired in the usual costumes, how 
 curious you are to me! (1-3) 
 
詩人は、マンハッタンとブルックリンを行き来するフェリーに乗っている。日常的に何
度も利用しているフェリーから見える景色の中で、冒頭の場面は、“sun there half an hour 
high”とあるように、太陽が今しも沈もうとする夕暮れ時である。“Crossing” は、Leaves 










画家の Claude Monet (1840-1926)や Pierre-Auguste Renoir (1841－1919)がキャンバス
に描いた対象物の中に、自分自身や友人たちを書き加えている点と同じであると主張する 
(60)。しかし、詩人が「乗客の一人」で登場するのは、小道具として使われているという
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よりは、普遍的な乗客の一人として、未来の乗客、読者である“you”と永遠に関わっていく
存在としてなのである。この点については後述する。  
Section 3 の「夕陽」に関する詩行を見てみよう。“The flags of all nations, the falling of 
them at sunset / The scallop-edged waves in the twilight, the ladled cups, the 




を描写した。（図 1、図 2） 
極めて絵画的な、この夕陽に輝く海のイメージについて、Thomas は、「ルミニズムの













(2) “I”と“You”の相互関係の流動性。詩人 I は“one of crowd”として、あらゆる“You”と
関わっていく。乗客達の“you” (“I am with you, you men and women of a generation”)、
友愛としての“you” ( “Closer yet I approach you”）、 読者への呼びかけ、(“you who peruse 




(3) 過去から未来への時の流れ。過去、現在、未来を走るフェリーを時の象徴とし life 
journey として現し、永遠の中の一瞬を捉えている。例えば、Section 3 の次の詩行である。  
 
It avails not, time nor place―distance avails not, 
I am with you, you men and women of a generation, or ever so 
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many generations hence （20-21） 
 
「時間も距離も関係ない。私はいつでも君たちと共にいるよ」と語りかける。“Just as you 





(4) Whitman の他の詩でもよく使われている手法であるが、ここでも現在分詞の、-ing 
形が多く使われており、リズミカルな響きを奏でる。特に Section 3 では、“floating,” 






shimmering track of beams”)、｢丘の上のもや｣（“the haze on the hills”)、「私の最小の視
覚や聴覚上にビーズのように連なるかずかずの栄光」(“The glories strung like beads on 
my smallest sights and hearings” (section 2))、「夏空の水に落とす影」（“the reflection of 
the summer sky in the water”）、「水面に映る私の頭上に輝く光の輪」 (“the fine 
centrifugal spokes of light round the shape of my head”)。（underline mine）詩人の視
点の先には、「12 月の空を飛ぶカモメ」（“Watched the Twelfth-month sea-galls”）、｢スク
ーナー船とスループ船の白い帆｣(“the white sails of schooners and sloops”)、「工場の煙突
から吐き出る火煙」（“the fires from the foundry chimneys”）と、大気の中をゆらめく風
景と光のハーモニーが視覚的な効果を生んでいる。どのフレーミングを取っても、そこに
は一つの主題が浮かび上がり、光と色彩が溢れている。この光と色彩と流動性を強調した
明るいイメージは、印象派の絵画によく見られる景色である(図 4、図５)。St. Armand は、























チ（筆触）5 は、ダイナミックな力強さを感知させる。  
Section 3 の詩行の「丘の上のもや」（“the haze on the hills”）、｢すみれ色に染まりふわ










の雰囲気をよく表していて、“Crossing”の冒頭の詩行や Section 3 のフェリーから見える
都市の姿と重なって映る。 




The stretch afar growing dimmer and dimmer, the gray walls 
of the granite storehouses by the docks, 
On the river the shadowy group, the big steam-tug closely  
flank’d on each side by the barges, the hay-boat, the 
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 belated lighter, 
On the neighboring shore the fires from the foundry chimneys 
burning high and glaringly into the night,  
Casting their flicker of black contrasted with wild red and  
yellow light over the tops of houses, and down into the  















“you who peruse me”である読者もまた、Whitman の乗るフェリーから見る光溢れる景色
を共有し、一種の永遠的なものを感じるであろう。 
St. Armand は「Whitman の究極の目的は transcendent の哲学を彼の詩を通して表現
することにあり、その手法においてのみ印象主義である」(68)と主張する。確かに、フェ
リーに乗っている詩人の意識が時空を越えて、いつしか宇宙に偏在していく様や（“It 
avails not, time nor place―distance avails not, / I am with you, you men and 
women of a generation, or even so / many generations hence” (20-21)）、あるいは、  
“Saw”, “Look’d”という言葉を繰り返し使い、高いところから俯瞰するように都市の景
色を眺めていく様子は、Ralph Waldo Emerson (1803-82)の Nature の中の一節を思い起
こす。“Standing on the bare ground,―my head bathed by the blithe air, and uplifted 
into infinite space,― all mean egotism vanishes. I become a transparent eye-ball; I 
am nothing; I see all.” (Nature, 10)。さらに風景や他者との一体感の歓びを詠う状態は
“the currents of the Universal Being circulate through me.” (Nature, 10)と同質であろ









を象徴しているからだ。それは、最終スタンザの Section 9 に示唆されており、人間と物
との調和と発展を永遠に探り続ける Whitman の強いメッセージとなって表れている。  
 
Flow on, river! flow with the flood-tide, and ebb with the ebb-tide! 
Frolic on, crested and scallop-edg’d waves！  
Gorgeous clouds of the sunset! drench with your splendor me, 
or the men and women generations after me! 
Cross from shore to shore, countless crowds of passengers! 
Stand up, tall masts of Mannahatta! stand up, beautiful hills of 
Brooklyn!  (101-105) 
   
    […] 
 
You furnish your parts toward eternity, 
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1  “Song of Myself”の 26 番、“Proud f Music of the Storm,” “Out of the Cradle Endlessly 
Rocking”などの作品は、オペラのメタファーやアナロジーを使ったものである。(拙論
「Walt Whitman’s Operatic Voice―ホイットマンの詩とオペラの手法」『学習院大学
英文学会誌 2007』13-25 を参照のこと）  
2  印象主義 (Impressionism)とは、ヨーロッパの絵画界を中心とした大きな芸術運動で





しようとした。おもな印象派の画家には、Monet, Pissaro, Sysley, Renoir, Degas な
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